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操作マニュアル 申請を始める前の確認

１）中⼲し延⻑申請システムについて
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① 中⼲し延⻑申請システムとは
中⼲し期間の延⻑に取り組み、収⼊を得るために必要な記録を提出するシステムです。
なお、本システムはパソコンからのみ操作可能です。
スマートフォンやタブレット端末からはご利⽤いただけません。

② 注意事項
 収⼊を得るためには必要な記録を漏れなく、正確に提出する必要があります。

P.11に記載の記録を間違いがないように本システムに⼊⼒し、
提出してください。(申請内容に不備がある場合は再申請が必要になります)

 本システムに記録を⼊⼒する際、こまめに保存をお願いします。
⻑時間放置すると、⼊⼒内容が保存されずにシステムが終了することがあります。



操作マニュアル 申請を始める前の確認

２）申請システムを使う前に
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申請システムを使う前に、
P.11に⽰すデータをご⾃⾝で記録し、
⼿元に準備してください

ご⾃⾝の記録を参照し、記録通りに
システムに⼊⼒してください
圃場データは⼀部KSASからの引⽤
も可能です

パソコン内に保存した参照記録を、
本システムからアップロード
してください

必要な記録を整理し
⼿元に準備

記録を参照し
システムへ⼊⼒

参照記録は、本システムを
通じてクボタへ送付

紙の記録は、
プリンターでスキャンしてPDF化、
または写真撮影等によってデータ化
し、本システムを使うパソコン内に
保存してください

紙の記録はデータ化し、
パソコン内へ保存



操作マニュアル 申請を始める前の確認

３）申請のフロー
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中⼲し期間の延⻑を実施する圃場の住所と⾯積を
登録

慣⾏の中⼲し期間の登録

2024年度の活動申請

圃場情報のわかる
書類の登録

・中⼲し期間の延⻑を実施する代表圃場
1筆分の排⽔性測定結果を登録

・排⽔性の測定結果記録シートを登録

・中⼲し期間が同じ作付品種ごとに少なくとも
直近過去2年分の慣⾏中⼲し期間を登録

・少なくとも直近過去2年分の慣⾏中⼲し期間
が分かる記録を登録

・同⼀管理の作付品種ごとに2024年度活動
記録を登録

・2024年度の活動内容を記載した記録を登録

中⼲し期間の延⻑を実施する圃場の所在・地番・
⾯積が分かる書類を登録

排⽔性の登録（任意）

圃場の登録
フロー 詳細

基
本
情
報
の
申
請

24
年
度
の
活
動
申
請

P.16-25

P.26-33

P.34-55

P.57-66

P.67-73



操作マニュアル 申請を始める前の確認

４）全体フロー
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KSASマーケットプレイスよりクボタ
⼤地のいぶきにお申込み(2024年9⽉30⽇まで)

必要なデータを記録

中⼲し延⻑申請システムより
必要な記録を申請

現⾦、またはKポイントにてお受け取り

慣⾏(直近過去2年以上の平均)の中⼲し期間
より+7⽇間以上中⼲し期間を延⻑

中⼲し期間が同じ作付品種ごとに申請時に
必要なデータを記録

集めた記録を揃えてパソコンから提出
（2024年11⽉30⽇まで)

中⼲し期間の延⻑実施

お申込み

クボタより差し戻しの上、再申請
(記録に不備がある場合のみ) 提出した記録に不備がある場合はクボタ

から差し戻し。その後システムから再提出

中⼲し延⻑申請システム該当範囲

2025年4⽉頃(予定)、現⾦、または
Kポイントにて収⼊を得ることが可能

フロー 詳細



２.はじめに
１）申請時に必要なデータ
２）申請システム ホーム画⾯
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操作マニュアル はじめに

１）申請時に必要なデータ

11

具体例チェック書類チェック項⽬時期#
•営農計画書
(地域農業再⽣協議会に提出)
•⽔稲共済細⽬異動申告票
(JAに提出)
• eMAFF農地ナビ
•固定資産税の課税明細書

圃場の所在・地番・作付⾯積
(または圃場⾯積)が証明でき
る書類

□中⼲し延⻑を実施する圃
場の住所

2024年5⽉頃

1

□
中⼲し延⻑を実施する圃
場の作付⾯積(または圃
場⾯積)

2

• クボタ作成記録様式
• JAなどへの提出書類
• 申込者様⾃⾝が作成した⽣産管理
記録
• 営農ソフト、⽔管理システムの記録

※メモ、スケジュール帳、カレンダーへの
記録の場合、クボタ作成記録様式へ転
記が必要。
転記したクボタ作成記録様式と記録原
本の両⽅を提出

開始⽇・終了⽇を含む少なくと
も直近過去2年分の慣⾏中⼲
し期間が証明できる書類

□少なくとも直近過去2年
分の慣⾏中⼲し期間(*)参加申込前3

#4-8を含む⽔稲栽培に必要
な作業内容を体系的に記載し
た書類

□稲わら持ち出し量、または
全量すき込みの記録直近の稲作〜2024年

⽥植えまで

4

□堆肥施⽤量
(実績がある場合)5

□⽥植え⽇
(直播の場合は播種⽇)2024年4⽉〜6⽉頃6

□中⼲しの開始⽇、終了⽇、
実施⽇数

2024年6⽉〜7⽉頃
7

□出穂⽇8

クボタ作成記録様式□圃場の排⽔性測定結果
(任意)2024年4⽉〜6⽉頃9

＊直近過去2年間中⼲しをしていない場合、過去の⽣産管理記録等に合わせてクボタ作成記録様式への「中⼲しを過去2年間実施
していない」旨の記録が必要です。記録⽅法はP.82に記載の「2024年_取組マニュアルv1.0.pdf」をご参照ください。



操作マニュアル はじめに

２）申請システム ホーム画⾯
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KSASメニュー画⾯の左側にある、
『リンク』をクリックし、
その下に表⽰される『Jクレジット
中⼲し申請』をクリックすると、
中⼲し延⻑申請システムの
ホーム画⾯へ遷移します



３.基本情報の申請編
（１）申請画⾯について
（２）圃場の登録編
（３）排⽔性の登録編（任意）
（４）慣⾏の中⼲し期間の登録編

13



（１）申請画⾯について

１）申請画⾯紹介
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操作マニュアル 基本情報の申請編

１）申請画⾯紹介
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ホーム画⾯の『基本情報の申請』
をクリックしてください

・基本情報の申請を⾏わないと、2024年度の
活動申請画⾯に進むことはできません

ご注意ください!!

『基本情報の申請』をクリックして
（１）〜（３）を実施します

（１）圃場の登録
（２）排⽔性の登録（任意）
（３）慣⾏の中⼲し期間の登録



（２）圃場の登録編
１）圃場の登録
２）-① KSASから引⽤する場合

-② 圃場の情報⼊⼒
３）-① ⼿動で圃場を追加する場合

-② 圃場の情報⼊⼒
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操作マニュアル 基本情報の申請編

１）圃場の登録

17

『圃場の登録』をクリック
してください

・圃場の登録を⾏わないと、排⽔性の登録や
慣⾏の中⼲し期間の登録に進むことはできま
せん

ご注意ください!!

画⾯遷移後にポップアップが表⽰さ
れるので
『はい』をクリックしてください
（今後このポップアップが不要な
場合は、『以降、このポップアップ
を表⽰しない』をチェックし、
『はい』をクリックしてください）

中⼲し期間を7⽇間以上延⻑した
圃場をすべて登録します

クリック後、『KSASから圃場デー
タを引⽤』する⽅法と『⼿動で圃場
を追加』する⽅法があります



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）-① KSASから引⽤する場合

18

『KSASから圃場データを引⽤』
をクリックしてください

KSASに圃場登録している場合

KSASに圃場登録していない場合
（⼿動で圃場を追加する場合）は、
P.23をご覧ください

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）-② 圃場の情報⼊⼒
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『圃場グループ名』
KSASで登録されている圃場グルー
プおよび各圃場名が表⽰されます

『圃場マップ』
上記圃場が地図上に表⽰されています



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）-② 圃場の情報⼊⼒（続き）
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『圃場グループ名』または『圃場名』
をクリックして、引⽤したい圃場を
選択してください
（選択された圃場はマップ上では
⻩⾊の枠で表⽰されます）

選択し終えたら、『OK』を
クリックしてください

ポップアップが表⽰されるので
KSASに登録されている住所を
引⽤する、または引⽤しないを
お選びください

・KSASに登録されている住所を引⽤した後、
住所に不備が無いか確認し、不正確な場合は本
システム内で追記、修正をお願いします。

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）-② 圃場の情報⼊⼒（続き）
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お選びになった種類の『⾯積』と、
『所在・地番』を⼊⼒してください
前ページで『住所を引⽤する』に
チェックを⼊れた場合、所在・地番に
住所が反映されます
住所に間違いがないか、ご確認くださ
い

⾯積の⼊⼒は『作付⾯積を⼊⼒』を
優先して選んでください
『圃場⾯積を⼊⼒』を選んだ場合は
畦畔を差し引いて⾯積が算出されます

前ページで選択した圃場情報が
表⽰されます

上記を⼊⼒し終えたら、
『保存する』をクリックしてください

・KSASに都道府県から住所を登録している
場合、都道府県から住所が引⽤されます
・KSASに都道府県を登録せず、市町村から
登録している場合、本システム側でお選びに
なった圃場の都道府県を⼊⼒してください

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）-② 圃場の情報⼊⼒（続き）
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・ご登録いただく住所や⾯積は、証拠となる
書類の通り⼊⼒が必要です。証拠となる書類
の詳細はP.11をご参照ください
・KSASから住所を引⽤した場合も、住所に
間違いがないか、ご確認ください

ご注意ください!!

前ページで『保存する』をクリックし
た後、⼊⼒した情報に不⾜がある場合、
左記画像のように
（未設定項⽬があります）という
エラーが表⽰されます
エラーが表⽰された場合は不⾜した
情報がないか、ご確認ください

基本情報の申請画⾯でも左記画像の
ようにエラーが表⽰されます



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）-① ⼿動で圃場を追加する場合
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『⼿動で圃場を追加』を
クリックしてください

ポップアップが表⽰されるので
『はい』をクリックして圃場の情報を
⼊⼒してください
（今後このポップアップが不要な
場合は、『以降、このポップアップを
表⽰しない』をチェックし、
『はい』をクリックしてください）

⼿動で追加する場合

・本システムで⼿動で圃場を追加しても、
KSASの圃場台帳には反映されません

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）-② 圃場の情報⼊⼒

24

『圃場名』とお選びになった種類の
『⾯積』、『所在・地番』を
⼊⼒してください

上記を⼊⼒し終えたら、
『保存する』をクリックしてください

⾯積の⼊⼒は『作付⾯積を⼊⼒』を
優先して選んでください
『圃場⾯積を⼊⼒』を選んだ場合は
畦畔を差し引いて⾯積が算出されま
す

・ご登録いただく住所や⾯積は、証拠となる
書類の通り⼊⼒が必要です

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）-② 圃場の情報⼊⼒（続き）
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前ページで『保存する』をクリックし
た後、⼊⼒した情報に不⾜がある場合、
左記画像のように
（未設定項⽬があります）という
エラーが表⽰されます
エラーが表⽰された場合は不⾜した
情報がないか、確認してください

基本情報の申請画⾯でも左記画像の
ようにエラーが表⽰されます



（３）排⽔性の登録編（任意）
１）排⽔性の登録（任意）
２）代表圃場1筆の排⽔性の登録
３）排⽔性を測定した圃場の選択画⾯
４）排⽔性の測定結果情報⼊⼒
５）⽇減⽔深測定結果記録シートのアップロード
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操作マニュアル 基本情報の申請編

１）排⽔性の登録（任意）
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基本情報の設定ページから
『排⽔性の登録（任意）』を
クリックしてください

・排⽔性を測定していない場合は⼊⼒は不要
です
・数筆で排⽔性を測定している場合は、⼀番
⽔の減りが少ない1筆分だけ登録してくださ
い

ご注意ください!!

中⼲し期間を延⻑する圃場の排⽔性を
測定した場合に、①〜③を実施する項⽬
です

①排⽔性を測定した代表1筆を
「圃場の登録」で登録した圃場から
選択する

②排⽔性の測定結果を⼊⼒する
③排⽔性の測定記録シートを

アップロードする



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）代表圃場1筆の排⽔性の登録
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『測定した圃場を選択』を
クリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）排⽔性を測定した圃場の選択画⾯

29

『圃場名』
「圃場の登録」で登録された圃場名
が表⽰されます

『圃場マップ』
上記圃場が地図上に表⽰されていま
す（KSASから引⽤された圃場の場
合のみ表⽰されます）



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）排⽔性を測定した圃場の選択画⾯（続き）

30

排⽔性を測定した圃場を選択してくだ
さい
マップに表⽰された圃場をクリック
することでも選択ができます
（選択された圃場はマップ上では
⻩⾊の枠で表⽰されます）

選択し終えたら、『OK』を
クリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）排⽔性の測定結果情報⼊⼒

31

前ページで選択した圃場の排⽔性の測
定結果を『移植⽇または播種⽇』『測
定⽇時』『測定結果（減少した⽔
位）』に⼊⼒してください

上記を⼊⼒し終えたら、⽇減⽔深測定
結果記録シートを画⾯上にドラッグ
アンド ドロップ、またはデータを選
択してアップロードしてください。⽇
減⽔深測定結果記録シートをデータ化
する⽅法はP.7をご参照ください

『「移植」栽培圃場で測定』か
『「直播」栽培圃場で測定』どちらか
選んでください

・１で「移植」栽培圃場で測定を選ぶ場合、
「移植⽇」を⼊⼒し、「直播」栽培圃場で測
定を選ぶ場合「播種⽇」を⼊⼒します

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

５）⽇減⽔深測定結果記録シートのアップロード

32

データをアップロードし終えたら、
『保存する』をクリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

５）⽇減⽔深測定結果記録シートのアップロード（続き）

33

前ページで『保存する』をクリック
した後、⼊⼒した情報に不⾜がある
場合、左記画像のように
（未設定項⽬があります）という
エラーが表⽰されます
エラーが表⽰された場合は不⾜した
情報がないか、確認してください

基本情報の申請画⾯でも左記画像の
ようにエラーが表⽰されます



（４）慣⾏の中⼲し期間の
登録編

・直近1年前編
・直近2年前編

34



直近1年前編
１）慣⾏の中⼲し期間の登録
２）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯
３）作付品種の登録画⾯
４）該当する圃場の選択画⾯
５）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード

６）作付品種の追加

35



操作マニュアル 基本情報の申請編

１）慣⾏の中⼲し期間の登録

36

基本情報の設定ページから
『慣⾏の中⼲し期間の登録』を
クリックしてください

・「圃場の登録編」で本システムに登録した
全ての圃場について、少なくとも直近過去2
年分の慣⾏中⼲し期間の記録を登録する必要
があります

ご注意ください!!

少なくとも直近過去2年分の慣⾏の中⼲
し期間の記録を⼊⼒する項⽬です



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯

37

直近1年前の『過去の中⼲し期間を
⼊⼒する』をクリックしてください

・2024年から中⼲し期間の延⻑を実施する
場合、直近1年前には2023年の記録、直近2
年前には2022年の記録を⼊⼒してください

・⽔稲以外の作付(畑作など)や休耕している
場合も、その記録を漏れなく⼊⼒するように
お願いします

例) 1年前 ⽔稲、2年前 畑作、3年前 ⽔稲
の場合、2年前の畑作の記録も直近2年前の
箇所に⼊⼒してください(直近2年前の箇所に
3年前の⽔稲の記録を⼊⼒しないでください)

・畑作をしている場合も、畑作を実施したこ
とが分かる記録(該当年度の営農計画書など)
のアップロードが必要です

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯（続き）

38

『作付品種の登録』をクリック
してください

・同じ作付品種でも中⼲し期間が異なる圃場
がある場合は、品種に通し番号を付けて区別
して登録してください

ご注意ください!!

作付品種別に慣⾏の中⼲し期間を管理す
るため、中⼲し期間が同じ品種は、まと
めて登録することができます



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）作付品種の登録画⾯

39

『作付品種名』
登録したい品種を⼊⼒します

⽔稲作付の場合は『⽔稲』、
⽔稲以外（畑作、休耕など）の場合は
『⽔稲以外』をお選びください

⽔稲を選んだ場合、コシヒカリなどの
品種名を⼊⼒してください

⽔稲以外を選んだ場合、畑作、⼤⾖な
どの具体的な作物名、休耕など、実態
に合わせて⼊⼒してください



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）該当する圃場の選択画⾯

40

『圃場の選択』をクリック
してください



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）該当する圃場の選択画⾯（続き）

41

『圃場グループ名』
「圃場の登録」で登録された圃場
名が表⽰されます

『圃場マップ』
上記圃場が地図上に表⽰されてい
ます（KSASから引⽤された圃場の
場合のみ表⽰されます）



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）該当する圃場の選択画⾯（続き）

42

P.39で⼊⼒した品種に該当する圃場
を選択します
選択された圃場は左記画像の四⾓い
枠が⻩⾊になります（⼿動で追加し
た圃場は選択しても枠が⻩⾊にはな
りません）

選択し終えたら、
『OK』をクリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

５）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード

43

『中⼲し期間』
⽔稲を選んだ場合のみ、
中⼲し期間を⼊⼒してください
中⼲しを実施していない場合は、
『中⼲し未実施』にチェックをいれて
ください

上記を⼊⼒し終えたら、⼊⼒した記録
が掲載された全てのデータを画⾯上に
ドラッグ アンド ドロップ、
またはデータを選択してアップロード
してください

・メモ、カレンダー、スケジュール帳などの
場合、クボタ作成の記録様式に転記し、
原本(コピーや写真も可)と共にアップロード
が必要です
・圃場⼀覧や地図など、圃場と記録の対応関
係が把握できる書類がある場合は、併せて
アップロードしてください
・畑作や休耕の場合、その実態が分かる記録
(該当年度の営農計画書など)のアップロード
が必要です

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

５）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード(続き)

44

データをアップロードし終えたら、
『保存する』をクリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

６）作付品種の追加

45

作付品種を追加登録したい場合は、
『作付品種の登録』をクリック
してください
追加したい品種をP.39〜P.44の
説明に沿って⼊⼒してください

・「圃場の登録」で登録した圃場全ての慣⾏
情報を⼊⼒していない場合下記画像のような
エラーが表⽰されます
⼊⼒漏れや⼊⼒間違いがないか、再確認、再
⼊⼒してください

ご注意ください!!



直近2年前編

１）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯
２）品種データの追加
３）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード
４）作付品種の追加

46



操作マニュアル 基本情報の申請編

１）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯

47

慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯から、
直近2年前の
『過去の中⼲し期間を⼊⼒する』を
クリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

１）慣⾏の中⼲し期間の登録画⾯（続き）

48

『作付品種の登録』をクリック
してください

・同じ作付品種でも中⼲し期間が異なる圃場
がある場合は、品種に通し番号を付けて区別
して登録してください

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）品種データの追加

49

『直近1年前の圃場の引⽤』を
クリックしてください

転作をしている場合や、直近1年前と作
付品種が異なる場合は、『直近1年前の
圃場の引⽤』はクリックせず、 P.39〜
45を参照し、直近1年前と同様に⼊⼒
してください
⼊⼒し終えたら、P.53へ進んでください

直近1年前と同じ圃場で同じ品種を作付
している場合、『直近1年前の圃場の引
⽤』をクリックすると、直近1年前の圃
場を引⽤することができます
以下の流れで⼊⼒してください



操作マニュアル 基本情報の申請編

２）品種データの追加（続き）

50

『直近1年前の記録』
「直近1年前の記録」の中から、
引⽤したい紐づけ圃場を含む品種名を
選択します
「直近1年前の記録」で⼊⼒した内容を
確認したい場合は、
『詳細確認』をクリックしてください
選択し終えたら、『OK』を
クリックしてください



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード

51

『作付品種名』
登録したい品種を⼊⼒します

⽔稲作付の場合は『⽔稲』、
⽔稲以外（畑作、休耕など）の場合は
『⽔稲以外』をお選びください

⽔稲を選んだ場合、コシヒカリなどの
品種名を⼊⼒してください

⽔稲以外を選んだ場合、畑作、⼤⾖な
どの具体的な作物名、休耕など、実態
に合わせて⼊⼒してください



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード(続き)

52

⼊⼒し終えたら、⼊⼒した記録が掲載
された全てのデータを画⾯上にドラッ
グ アンド ドロップ、またはデータを
選択してアップロードしてください

データをアップロードし終えたら、
『保存する』をクリックしてください

・メモ、カレンダー、スケジュール帳などの
場合、クボタ作成の記録様式に転記し、
原本(コピーや写真も可)と共にアップロード
が必要です
・圃場⼀覧や地図など、圃場と記録の対応関
係が把握できる書類がある場合は、併せて
アップロードしてください
・畑作や休耕の場合、その実態が分かる記録
(該当年度の営農計画書など)のアップロード
が必要です

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

３）圃場の情報⼊⼒・データのアップロード(続き)

53

前ページで『保存する』をクリックし
た後、⼊⼒した情報に不⾜がある場合、
左記画像のように
（未設定項⽬があります）という
エラーが表⽰されます
エラーが表⽰された場合は不⾜した
情報がないか、確認してください

基本情報の申請画⾯でも左記画像の
ようにエラーが表⽰されます



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）作付品種の追加

54

作付品種を追加登録したい場合は、
『作付品種の登録』をクリック
してください
追加したい品種を、P.49〜P.53の
説明に沿って⼊⼒してください

・「圃場の登録」で登録した圃場全ての慣⾏
情報を⼊⼒していない場合下記画像のような
エラーが表⽰されます
⼊⼒漏れや⼊⼒間違いがないか、再確認、
再⼊⼒してください

ご注意ください!!



操作マニュアル 基本情報の申請編

４）作付品種の追加（続き）

55

直近1,2年前の記録を登録すると、
直近3年前の記録を登録することが
可能となります

3年以上遡って慣⾏中⼲し期間を
登録できる場合、P.49〜P.53の
説明に沿って⼊⼒してください

直近1,2年前に畑作や休耕が含まれる
場合、全ての圃場で⽔稲を作付けした
少なくとも直近2年分の慣⾏中⼲し期
間の登録が完了するまで、
直近3年前以降の登録をお願いします

全ての圃場で⽔稲を作付けした少なく
とも直近2年分の慣⾏中⼲し期間登録
が終わると、基本情報の申請完了です

画⾯左上の『ホーム』をクリックして
ホーム画⾯に戻り、
『基本情報の申請』に緑のチェックが
付いていることをご確認ください



３.2024年度の活動申請編

（１）2024年度の活動申請画⾯編
（２）活動記録の登録編
（３）圃場情報のわかる書類の登録編

56



（１）2024年度の
活動申請画⾯編

１） 2024年度の活動申請画⾯

57



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

１）2024年度の活動申請画⾯

58

ホーム画⾯の
『2024年度の活動申請』を
クリックしてください

・「基本情報の申請」が完了後、
「2024年度の活動申請」をクリックする
ことができます

ご注意ください!!



（２）活動申請編
１）活動記録の登録
２）作付品種の登録
３）活動記録の登録画⾯
４）データのアップロード
５）登録・設定完了画⾯

59



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

１）活動記録の登録

60

『活動記録の登録』をクリック
してください

中⼲し期間の延⻑の記録等、2024
年度の活動内容を登録する項⽬です



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

２）作付品種の登録

61

『作付品種の登録』をクリック
してください

品種が異なる場合でも、必要な記録の内容が
全て同じであれば、複数品種をまとめて登録
することもできます

ご注意ください!!

作付品種ごとに、
各圃場の活動記録を登録します
同じ品種でも、必要な記録の内容が異な
る圃場がある場合は、品種に通し番号を
付けて区別して登録してください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

３）活動記録の登録画⾯

62

『昨年の圃場を引⽤』をクリック
すると、慣⾏の中⼲し期間の登録
画⾯で直近1年前の慣⾏中⼲し期間を
登録した圃場が引⽤できます

引⽤する場合、
昨年のデータの中から、引⽤したい
圃場を含む品種名を選択し、
『OＫ』をクリックしてください

昨年の圃場を引⽤しない場合や、
引⽤した圃場に他の圃場を加える
場合は、
『圃場の選択』をクリックし、
圃場を選択してください

『作付品種名』
登録したい品種を⼊⼒します

『昨年の圃場を引⽤』
をクリックした場合



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

３）活動記録の登録画⾯（続き）

63

『堆肥施⽤』
直近の稲作の収穫後から今年の⽥植
え⽇までに施⽤した堆肥の施⽤量、
作業⽇を⼊⼒してください
堆肥を施⽤していない場合は、
『堆肥未施⽤』にチェックをいれて
ください

『稲わらすき込み』
直近の稲作の収穫後から今年の⽥植え
⽇までの作業内容、作業⽇を⼊⼒
してください
⼀部持ち出している場合は、持ち出し
た稲わらの量も⼊⼒してください

『中⼲し期間』
中⼲し期間を⼊⼒してください

『出穂⽇』
⽇付を⼊⼒してください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

４）データのアップロード

64

前ページの項⽬を⼊⼒し終えたら、
P.63で⼊⼒した記録が掲載された全て
のデータを画⾯上にドラッグ アンド
ドロップ、またはデータを選択して
アップロードしてください

・アップロードできる記録例についてはP.11
に具体例を記載しています
しっかりと確認した上で、P.63で⼊⼒した記
録が掲載された全てのデータをアップロード
するようにお願いします

ご注意ください!!



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

４）データのアップロード（続き）

65

データをアップロードし終えたら、
『保存する』をクリックしてください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

５）登録・設定完了画⾯

66

作付品種を追加登録したい場合は、
『作付品種の登録』をクリック
してください
追加したい品種をP.62〜P.65の
説明に沿って⼊⼒してください

・⼊⼒が不⾜している項⽬がある場合、
下記画像のようなエラーが表⽰されます
エラーが表⽰された場合は、再確認、
再⼊⼒をお願いします

・全ての品種登録を終えた後、
登録圃場数や合計⾯積に間違いがないか、
確認をお願いします

ご注意ください!!

全ての圃場の活動記録の⼊⼒が
終わった後、内容に間違いがないか、
確認してください



（３）圃場情報のわかる
書類の登録編

１）圃場情報のわかる書類の登録
２）必要書類のアップロード
３）登録・設定完了

４）⼊⼒した内容で申請

67



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

１）圃場情報のわかる書類の登録

68

2024年度の活動申請画⾯の
『圃場情報のわかる書類の登録』を
クリックしてください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

２）必要書類のアップロード

69

⽔稲共済細⽬書/営農計画書
/eMAFF農地ナビ/固定資産税の
課税明細書などを画⾯上にドラッグ
アンド ドロップ、またはデータを
選択してアップロードしてください

登録した全ての圃場の住所と⾯積が
証明できれば、
上記いずれか⼀つの記録のみで問題
ありません
必要に応じて、複数の記録を
組み合わせることも可能です



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

２）必要書類のアップロード（続き）

70

データをアップロードし終えたら、
『保存する』をクリックしてください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

３）登録・設定完了

71

以上で『活動記録の登録』と、
『圃場情報のわかる書類の登録』は
終了です
『前の画⾯に移動』をクリック
してください



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

４）⼊⼒した内容で申請

72

チェックボックスをクリックすると、
『⼊⼒した内容で送信する』が
押せるようになります

『⼊⼒した内容で送信する』を
クリックしてください

ポップアップが表⽰されるので
『はい』をクリックして終了して
ください

以上で申請作業は終了です

『2024年度の活動申請』に
緑のチェックが付いていることを
ご確認ください。



操作マニュアル 2024年度の活動申請編

４）⼊⼒した内容で申請（続き）

73

⼊⼒した情報に不⾜がある場合、
『2024年度の活動申請』に
緑のチェックが付かず、
『⼊⼒した内容で送信する』を
クリックすることができません

再確認、再⼊⼒をお願いします



５.申請後のスケジュール編
１）提出完了画⾯
２）中⼲し延⻑申請システムを終了する
３）申請完了後のフロー
４）お問い合わせ

74



操作マニュアル 申請後のスケジュール編

１）提出完了画⾯

75

左記のポップアップが表⽰された場合、
提出が完了したことを⽰します
『はい』をクリックして終了してくだ
さい



操作マニュアル 申請後のスケジュール編

２）中⼲し延⻑申請システムを終了する

76

左記画像のポップアップが表⽰される
ので『はい』をクリックして終了して
ください

ホーム画⾯右上に表⽰されている
『お客様名』をクリックして表⽰され
る『システムを終了する』をクリック
してください



操作マニュアル 申請後のスケジュール編

３）申請完了後のフロー

77

2024年8⽉30⽇以降2024年11⽉30⽇まで

クボタから「仕⼊明細書」発⾏・送付
(メールおよび書⾯の両⽅で通知)

申込者様にて「仕⼊明細書」の内容に相違が
ないか確認*

クボタから現⾦、またはKポイントにてお⽀払い

J-クレジットが発⾏された⽇(2025年3⽉頃予定)

「仕⼊明細書」の送付⽇から8⽇⽬
(送付⽇を含む)が属する⽉の翌⽉末⽇

申込者様にて収⼊の受渡⽅法を選択

中⼲し延⻑申請システムから必要な記録を
申込者様にて提出

*内容に相違がある場合「仕⼊明細書」の発⾏・送付⽇から7⽇以内にクボタに連絡が必要。期間内で連絡がない場合、内容に同意したものとする。

2025年2⽉28⽇まで

クボタから収⼊受渡⽅法選択⽤の書⾯ 発⾏・送付 2024年12⽉31⽇まで

フロー 時期



操作マニュアル 申請後のスケジュール編

４）お問い合わせ

78

中⼲し延⻑申請システムや本マニュアル
についてのご質問はKSASサービスデス
クにお問い合わせください

KSASサービスデスク

・中⼲し延⻑申請システムにアップロードが
必要な記録の詳細や付け⽅等のご質問は
J-クレジット運営事務局までお問い合わせを
お願いします

株式会社クボタ
カスタマーソリューション事業推進部
J-クレジット運営事務局
kbt_g.j-credit@kubota.com

ご注意ください!!



６.その他編
１）ユーザー情報の照会
２）契約情報の確認
３）取り組みマニュアル
４）記録⽤紙のダウンロード

５）操作⽅法について
６）システムを終了する

79



操作マニュアル その他編

１）ユーザー情報の照会

80

ホーム画⾯右上に表⽰されている
『お客様名』をクリックすると表⽰
される『ユーザー情報』を
クリックしてください



操作マニュアル その他編

２）契約情報の確認

81

『契約情報』
左記画像のようなポップアップが
表⽰されます
⽒名や住所など基本情報を表⽰して
います

・ユーザー情報の変更は、本システムではで
きません。変更したい場合はKSAS契約情
報・照会サイトから変更してください

ご注意ください!!



操作マニュアル その他編

３）取り組みマニュアル

82

『中⼲し期間の延⻑ 取り組みマニュ
アル』をクリックすることで
「2024年_取組マニュアルv1.0」の
PDFを直接ダウンロードすることが
可能です
上記マニュアルからは提出が必要な
記録の付け⽅や具体例などを詳しく
確認することが可能です



操作マニュアル その他編

４）記録⽤紙のダウンロード

83

『記録⽤紙のダウンロード』を
クリックしてください

左下の画⾯に遷移します
各種クボタの記録様式をダウンロー
ド可能です
下記URLからも各種クボタの記録様
式をダウンロードすることが可能で
す

https://agriculture.kubota.co.jp/ser
vice/j-credit/useful-info-pdf.html



操作マニュアル その他編

５）操作⽅法について

84

『本システムの操作⽅法について』
をクリックすることで本マニュアル
のPDFをダウンロードすることが可
能です



操作マニュアル その他編

６）システムを終了する

85

『システムを終了する』を
クリックしてください

左記画像のポップアップが表⽰される
ので『はい』をクリックするとシステ
ムを終了することができます


